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2月8日は「山形市ラーメンの日」

・やまがたウィンターデー シェアスマイル
・山形市児童劇団第50回公演

特集
・ユネスコが認めた山形市の多彩な文化芸術
　それを支える山形市民会館 開館50周年
・山形市売上増進支援センターY-biz
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　２月８日の「山形市ラーメンの日」に市内のお店でラーメンを食べた方の
中から、抽選で「山ラー」グラスをプレゼント！
　キャンペーンへの参加方法など詳しくは、市ホームページへ。

「山形市ラーメンの日」にラーメンを食べようキャンペーン



ユネスコが認めた山形市の多彩な文化芸術ユネスコが認めた山形市の多彩な文化芸術
それを支える山形市民会館 開館50周年それを支える山形市民会館 開館50周年

　2017年10月に、山形市はユネスコ創造都市ネットワークに加盟認定されました。
　認定の決め手は山形市の文化の多様性。市内には、音楽・演劇の分野のほか、美術、華道、茶道や伝
統芸能など先人から受け継がれてきた多彩で豊かな文化があり、市民に根付いています。山形市民会館が、
全国の同規模の文化施設と比較して利用率が高く、利用者が年間10万人を超えることからも、山形市の
文化の多様性は、市民の皆さんの盛んな文化芸術活動が形づくっているといえます。
　今号では、市民の文化芸術活動の拠点である山形市民会館が担っている役割や取り組みなどを紹介し
ます。
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市
民
会
館
が
開
館
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
市
民

会
館
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
々
や
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
あ
り
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
会
館
は
、
開
館
当
初
か
ら
事
業
の
方
針
と
し
て
文
化
芸
術
の

向
上
、
地
域
文
化
振
興
の
発
展
の
拠
点
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
当
時
か
ら
50
年
先
を
見
据
え
た
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
事
業
の
根
本
で
あ
る
「
鑑
賞
」「
参
加
」「
創
造
」
は
代
々
受

け
継
が
れ
て
今
に
至
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
文
化
芸
術
と
の
出
会
い
を
楽
し
む
き
っ
か

け
を
つ
く
り
出
す
「
鑑
賞
」
事
業
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
文
化

芸
術
活
動
に
「
参
加
」
し
、
仲
間
と
共
に
１
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ

る
機
会
を
創
出
す
る
事
業
を
実
施
す
る
。
そ
し
て
、
皆
さ
ま
の
「
創

造
」
的
な
活
動
を
支
え
る
こ
と
で
、
文
化
芸
術
の
向
上
・
発
展
に
向

け
た
種
を
ま
き
な
が
ら
、
そ
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に
事
業
を
展
開
し

て
き
た
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、市
民
会
館
は
、市
内
１
４
２
団
体・８
２
０
個
人（
２
０
２
４

年
４
月
現
在
）
が
加
入
し
て
い
る
山
形
市
芸
術
文
化
協
会
の
事
務
局

も
担
っ
て
お
り
、
当
館
で
開
催
さ
れ
る
催
し
の
み
な
ら
ず
、
市
内
各

所
で
開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
文
化
芸
術
活
動
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
山
形
市
で
は
、
山
形
市
芸
術
文
化
協
会
会
員
の
ほ
か
に
も
、
た
く

さ
ん
の
方
々
が
文
化
芸
術
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
民
会
館
と
い
う
存
在
が
、
文
化
芸
術
活
動
を
行
う
人
・
鑑

賞
す
る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
大
き
な
受
け
皿
と
な
り
、
人
と
人
と

を
結
び
つ
け
、
多
様
で
豊
か
な
山
形
市
の
文
化
芸
術
活
動
が
花
開
く

基
盤
を
つ
く
っ
て
い
る
の

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
50
年
の
節
目

は
、
単
な
る
通
過
点
で
は

な
く
新
し
い
出
発
点
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
文

化
芸
術
の
拠
点
と
し
て
愛

さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

「
文
化
は
良
い
時
に
だ
け
享
受
す
る
ぜ
い
た
く

品
で
は
な
い
」

　
こ
れ
は
２
０
２
０
年
の
コ
ロ
ナ
禍
、
ド
イ
ツ
連
邦
政
府

の
グ
リ
ュ
ッ
タ
ー
ス
文
化
メ
デ
ィ
ア
国
務
大
臣
が
述
べ
た

言
葉
で
す
。
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
発
表
会
や
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
が
中
止
と
な
る
中
で
、

同
国
務
大
臣
は
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
今
、
生
き
る
た
め
に

必
要
不
可
欠
な
存
在
だ
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
も
「
文
化
的
イ
ベ
ン
ト
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
上
な
く
重
要
な
も
の
で
す
」「
私

た
ち
は（
文
化
芸
術
に
よ
っ
て
）過
去
を
よ
り
よ
く
理
解
し
、

ま
た
全
く
新
し
い
眼
差
し
で
未
来
へ
目
を
向
け
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
世
界
的
に
文
化
芸
術
活
動
の
必
要
性
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

文
化
を
産
業
に
生
か
す

　
ユ
ネ
ス
コ
は
創
造
都
市
を
、
そ
の
都
市
が
持
つ
創
造
性
と

文
化
に
よ
る
産
業
振
興
の
可
能
性
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
、

文
化
の
多
様
性
を
保
持
し
な
が
ら
持
続
的
に
発
展
す
る
こ

と
を
目
指
す
都
市
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
そ
の
都
市
の
文

化
を
保
存
や
活
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
創
造
性
を
含
め
て
産

業
振
興
に
生
か
す
こ
と
で
、
そ
の
都
市
自
体
の
持
続
的
発

展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

　
山
形
市
は
、
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
文
化
の
多
様
性
と
、
そ
れ

ら
を
産
業
振
興
に
生
か
す
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
評
価
さ
れ
た

と
も
い
え
ま
す
。

　
文
化
を
産
業
に
生
か
す
こ
と
は
世
界
的
な
流
れ
で
あ
り
、

２
０
２
１
年
の
Ｇ
20
文
化
大
臣
会
合
で
は
、「
文
化
は
経

済
復
興
の
主
要
な
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
」
と
宣
言
。
日
本
に

お
い
て
も
、
２
０
２
２
年
に
経
済
産
業
省
が
文
化
経
済
政

策
を
打
ち
出
し
、「
ア
ー
ト
と
経
済
社
会
に
つ
い
て
考
え

る
研
究
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

の
は
創
造
力
で
あ
り
、
そ
の
源
泉
と
な
る
文
化
の
力
が
再

評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

レ
ー
ル
の
な
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要

な
創
造
力

　
今
、「
レ
ー
ル
の
な
い
時
代
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
自
分

の
生
き
る
道
を
自
分
自
身
で
考
え
、
選
択
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、

知
識
だ
け
で
な
く
創
造
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
創
造
性
を

育
む
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
に
触
れ
、
あ
ら
ゆ
る
面
か

ら
物
事
を
捉
え
る
多
角
的
な
視
点
を
身
に
着
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
文
化
芸
術
は
、
理
解
が
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
難
し
い
と
感
じ
る
の
は
、
自
分
と
は
違

う
視
点
や
考
え
に
触
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
難
し
い

こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
が
考
え
る
力
を
養

う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
創
造
力
を
養
う
の
に
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

市民会館　須藤 正博 館長

　文化庁が行った調査では、「文化芸術の直接鑑賞経験のある人
や実践などの鑑賞以外の文化芸術活動を行っている人は、行って
いない人と比べて幸福度が高く、人生の意義（ユーダイモニア）
を頻繁に感じている」という結果が出ています。

幸福度と文化芸術

※出所：�文化庁委託事業「令和3年度�文化に関する世論調査」（分析協力：京都大学こころの未来
研究センター）
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市民会館の取り組みの中から３つの事業を紹介します

児童の創造性を育てる児童劇団

市民がつくる　市民参加の山形市民合同音楽祭

子どもたちに文化芸術との出会いを　演劇鑑賞教室・音楽鑑賞教室
　市民会館では開館当初から、劇場ならではの照明や音響効果もある生の
舞台に触れることで、子どもたちの感性を育てる機会をつくるべく、演劇
鑑賞教室と音楽鑑賞教室を毎年交互に実施しています。市内全ての小・中
学生が大ホールで鑑賞できるまちは珍しく、山形市の特徴的な事業といえ
ます。
　長く継続してきた事業ですが、コロナ禍で一時中断。久しぶりに音楽教
室を開いた際の子どもたちの笑顔は忘れられません。
　今では、演劇教室と音楽教室で舞台に触れた皆さんが、音楽や演劇に興
味を持って、さまざまな形や立場で舞台芸術に関わっていらっしゃいます。
　これからも、文化芸術の楽しさをお届けするとともに、鑑賞教室がある
まちで育ったことを子どもたちに誇りに思ってもらえるように努めたいと
思います。

　小学３年生～６年生を対象とした児童劇団は、演劇活動をとおして、
子どもの豊かな心と表現力を養い、個性的に創造的に活動を展開す
ることで、総合的な児童文化の向上と芸術愛好者の裾野の拡大を目
指しています。
　山形市児童劇団は、昭和50年４月に全国に先駆けて公設の児童劇
団として誕生し、今年で50周年を迎えました。これまでの卒団生は
700人以上に上ります。
　２月23日には、山形市児童劇団第50回公演を開催します。詳しくは、
P.14へ。

　今年度68回を迎えた歴史あるこの音楽祭は、市民が
つくる市民参加の音楽祭として市民会館の開館前から
開催されており、現在は市民合同音楽祭実行委員会と協
力しながら実施しています。
　「小・中学校の部」「一般の部」の2つの演奏会からなり、

「一般の部」は出演者を公募し、市内の吹奏楽団や合唱団、
山形フィルハーモニー交響楽団のメンバーなど、たくさ
んの方が参加しています。参加者が合同でステージをつ
くり上げることで、オーケストラや吹奏楽と合唱がコラ
ボレーションした大きな作品ができるとともに、市民の
文化芸術活動の輪を広げる機会にもつながっています。

　役の思いや背景を考え、セリ
フや動作で工夫しながら表現し
ている娘の姿を見て、自分で考
えて行動する力が身に付いたな
と感じています。熱心な指導を
受け、プロも使用する舞台で本
格的に演劇ができるのは、娘に
とってとても貴重な経験になっ
ています。

　お話の中に入り込んで、自分で考えな
がら役作りをするのは、とても面白いで
す。児童劇団に入って、大好きな先輩や
先生、友達に出会えましたし、舞台に立
つ楽しさも知ることができました。
　２月23日の公演では、個性豊かな精
霊さんたちが登場する「灯

あか

りの森の夜」
で、内気で自信のない灯りの精霊・モル
ルを演じます。みんなで最高の状態でお
届けできるように頑張ります。ぜひ見に
来てください。米澤 勇真さん 小春さん

（現役児童劇団員）

市民会館企画事業担当　山﨑 大輔さん

▲山形市児童劇団第49回公演の様子

▲劇団芸優座（上）、山形交響楽団（下）
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創造性やにぎわいを育む新市民会館

　私が実行委員長を務める市民合同音楽祭は、市民会館の方が
一緒に運営してくれるからこそ、たくさんの文化団体の協力を
得て、それぞれが持つ力を掛け合わせた1つの大きな舞台を作
り出すことができています。市民の力でオーケストラと合唱が
コラボレーションした舞台を作れるまちは、全国的に見てもほ
かにありません。
　市民合同音楽祭は、参加者にとって仲間づくりの場になるだ
けでなく、刺激を受け日々の活動に対する気づきを得る場にも
なっています。こうして互いに切

せ っ

磋
さ

琢
た く

磨
ま

できることで、山形市
に文化芸術活動が根付き、発展しているのだと思います。

　私たちは本年度、東北地区高等学校演劇発表会で優秀賞を
いただきました。地区大会予選の会場は山形市民会館でした。
　小学生のころ、演劇鑑賞教室が毎回楽しみでワクワクしな
がら鑑賞していた私が、高校で演劇部に入り、キャストとし
て初めて舞台に立って演劇の楽しさを感じた場所も市民会館
でした。（田中さん）

　私は児童劇団に入って演劇の楽しさを知り、卒団後も演劇
を続けられるようにと、市民会館の方から地域の劇団を紹介
してもらえたおかげで演劇を続けられています。演劇は、自
分たちで自由に世界観を創り上げることができるので、行き
たいところに行ける面白さが魅力です。（大沼さん）

　私たちは普段、西田にあるダンススクールで活動を行い、年
に一度、集大成として大ホールで発表会を開催しています。発
表会を開催するために必要な準備を、市民会館の方に親身に相
談に乗っていただいています。おかげさまで昨年の発表会はつ
いに会場が満員に。活動を発表できる舞台があり、自分のやり
たいことの実現に向けてサポートしてくれるスタッフがいる、
みんなに親しまれてる市民会館だからこそたくさんの方に足を
運んでもらい楽しんでいただけるのだと思います。

　新市民会館のコンセプトは「BIG-TREE」。多様な関わりしろを
生み出す１本の大樹をイメージし、幹となるホール､枝となるさま
ざまなプログラム､葉となる市民の文化芸術活動など､多岐にわた
る活動の生態系が生まれ、市民の創造性やにぎわいを育む場にな
るようにとの思いが込められています。
　新市民会館は、ホールでのイベントが行われていない時でも、
誰もが気軽に立ち寄れるような工夫も盛り込む予定です。新市民
会館で多岐にわたる文化芸術活動を通して自分と違うものの見方
に接し、主体的に考える力も育む施設にしていきたいと考えてい
ます。

ダンススタジオブリリアン　
代表　笹原 竜馬さん

山形中央高校演劇部　
田中 姫花さん　大沼 環愛さん

市民合同音楽祭実行委員長
鈴木 義孝さん

市民会館のサポートがあるからこそ挑戦できる

演劇って楽しい

身近に市民会館があってよかった

市民会館の利用者に聞きました
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�問　 Y-biz推進室　☎内線415

今年で７年目へ突入！
６年間の相談実績7,550件
あなたのビジネスチャレンジを全力でサポートします

　Y-bizは、ビジネスの流れを変え、売り上げ増につなが
るアイデアや新たなサービスが生まれる場、そして地域の
チャレンジャーの活躍を支える場でありたいと思っていま
す。７年目となる今年はシニアマネージャーを迎え、一層
力強く地域事業者の皆さんの取り組みをご支援し、活気あ
るまちづくりの一役を担っていけるよう尽力してまいりま
す。

2024年１月～12月  相談事業者数147事業者　相談実施件数832件

　2024年１月～12月の１年間にご相談に来ていただいた事業者は147事業者。
　このうち業種の割合としては、サービス業が32％で最も多く、次いで卸・小売業が17％、製造業、飲食・宿泊業が
13％となっています。
　相談内容は、「既存の商品をもっと知ってもらいたい」「新サービスを始めたい」「新規のお客さまを獲得したい」など、
　“情報発信” や　“新商品開発”　“販路拡大” に関するものが75％以上となっています。

法人
54%

個人事業主
36%

個人
10%

事業形態業　種

情報発信
49%

事業全般
17%

新商品開発
17%

販路拡大
10%

創業 3%
資金調達 1% その他 3%

サービス業
32%

卸・小売業
17%製造業

13%

飲食・宿泊業
13%

建設業 6%

医療・福祉業 4%
農林水産業 2%
情報通信業 1%

その他
12%

相談内容

　山形市売上増進支援センターY-bizは、山形市のビジネスコンサルティングセンターです。
　あらゆる業種のお店・中小企業などの「売り上げを伸ばしたい」「新しいチャレンジをしたい」と
いう前向きな気持ちを全力でサポート！
　全国から公募で選ばれたアドバイザーが、４つの視点で売り上げ増に向けて具体的な課題解決の
提案から実行までワンストップで支援しています。

　「売り上げを伸ばしたい」「新しい事
業を展開したい」などの相談をお聴き
します。業種に関係なく、あらゆる事
業の相談にお応えします。

　売り上げが伸びない理由や本当の
強みは自分で見つけづらいもの。相
談者との対話を通じて、課題や強み
を見つけます。

　“ターゲット”を絞り、相談者の強
みを生かした、お金をかけない“ひ
とくふう”をご提案します。

　継続したサポートで、結果が出る
まで徹底的にサポートします。一緒
に頑張りましょう！

相談に対応する富松 希センター長（右）と
佐藤 充シニアマネージャー（左）

山形市売上増進支援センターY-biz　一同
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〒990-0047  旅篭町3-5-1 須藤ビル１階
☎616-7900  　 616-7901
[利用時間]  月ー金曜日および月に１回程度の土曜日
　　　　　午前９時～午後５時(祝日、年末年始を除く)　

山形市売上増進支援センターY-biz

Y-biz
ホームページ

（合）アトリエモモ

母の日フラワーカタログ

（株）峰月堂

ねこプリン

草木染工房 瓶屋

カーテン・インテリア（和紙製）

布施弥七京染店

きものの貸金庫

（株）大場広告美術

グリーンウォールデコ

アイデアを形に！
新商品・新サービス

他にも続々と…
　Y-bizホームページ内の相談・支援事例やY-bizブログをご覧ください！

利用者の声

事業者の情報発信を支援するためにセミナーを開催

株式会社フレッシュネット　齋藤 源さん

株式会社萬屋薬局　早坂 美希さん

東北珍味株式会社　岩月 梓さん

　３年前にＹ-bizへ相談したことをきっかけに、“念願
の” 台湾との輸出入取引がスタートしました。2024年
７月にはＹ-bizの支援の下、台南マンゴーフェアを道の
駅やまがた蔵王で開催し、台南マンゴー120箱を完売
しました。相談するたびに新たな発見があり、次のア
クションにつなげることができます。今後ともご指導
よろしくお願いします。

　「健康への取り組みを若い方にも伝えたい」という思
いから、Y-bizに相談しています。イベントの在り方、
商品の見せ方、研修会など、分かりやすく具体的なア
ドバイスをいただいています。ハッと感じる気付きの
中で、また次の課題が見えてきます。Y-bizは私たちの
思いを受け止め、思いに寄り添ってくださるので、毎
回相談するのが楽しみです。

　Y-bizに相談したきっかけは、「オリジナル商品を作
りたい」という思いからでした。考えを伝えると、受
け止めて丁寧にアドバイスいただきました。そうして
誕生したのが、チャック付きのクラフト袋に入った、
中身の見えないおつまみ「datsuoji（脱おじ）シリーズ」
です。プレスリリースやSNSの発信方法も優しく教え
ていただきました。これからもたくさんのアドバイス
をいただきたいです！

　メディア・ユニバーサルデザイン・ディレクター橋爪明
代さんを講師にお招きし、情報を誰のために何のために伝
えるのか、チラシなどが「伝わる」ためのロジックやフォ
ント使用のポイントについて、セミナーを開催しました。
セミナーに参加された方々からは「『センスではなくスキ
ル』という言葉が響いた」「ポイントを学べた」などの感
想をいただいています。

　無料デザインツール『Canva（キャンバ）』を使い、
見栄えの良いチラシやPOP、SNS画像を簡単に作るため
のポイントについて、セミナーを開催しました。
　セミナーに参加された方々から「想像していたより簡
単そうなのでやってみたい」「テンプレートの選び方のコ
ツが分かった」などのお声をいただきました。

「伝わる」資料作成の極意がわかるセミナー

Canvaを活用するデザインセミナー

※相談には事前の予約が必要です。申し込みは、電話またはホームページで。

株式会社モリサワとの共催

ゆざわ-Bizとの共催
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レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。２
０
０
万
人
目
の

来
場
者
に
は
認
定
証
と
手
作
り
の
お
ま
ま
ご

と
セ
ッ
ト
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　
大
型
遊
具
や
、
職
員
の
心
の
こ
も
っ
た
手

作
り
お
も
ち
ゃ
が
人
気
の
べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば

を
今
後
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

月
に
は
東
京
都
や
岐
阜
県
で
、
両
市
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
の
ふ
る
ま
い
や
特
産
品
の
販

売
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
月
・
３
月
に
も
東
京
都
で
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
な
ど
、
今
後
も
多
く
の
方
に
両
市
の
魅

力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

読
み
方
は
同
じ
「
や
ま
が
た
し
」 

岐
阜
県
山
県
市
と
連
携
協
定
を
締
結

　
地
名
の
読
み
方
が
同
じ
「
や
ま
が
た
し
」

が
連
携
し
て
、
特
産
品
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
を
行

お
う
と
、
山
県
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・

岐
阜
県
住
み
ま
す
芸
人
の
森も
り
貴た
か
史し

さ
ん
が
佐

藤
市
長
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
岐

阜
県
山
県
市
と
連
携
協
定
を
締
結
。
昨
年
12

上
町
内
会
長
を
務
め
、
安
全
・
安
心
な
地
域

づ
く
り
や
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
か
ら
は
鈴
川

地
区
連
合
町
内
会
の
会
長
と
し
て
、
地
区
の

発
展
や
課
題
解
決
に
取
り
組
む
な
ど
長
年
に

わ
た
り
地
区
を
ま
と
め
、先
導
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
川
地
区
沼
の
辺
西
町
内
会
会
長
の
武た
け
田だ

藤と
う
一い
ち
郎ろ
う
さ
ん
が
令
和
６
年
度
自
治
会
等
地
縁

に
よ
る
団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
を
受

け
、
昨
年
12
月
26
日
に
佐
藤
市
長
か
ら
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
武
田
さ
ん
は
、
２
０
０
９
年
か
ら
15
年
以

地
域
づ
く
り
に
長
年
貢
献
さ
れ
ま
し
た
！

　
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
が

い
つ
で
も
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
２
０
１
５
年
に
整
備
さ
れ
た
べ
に
っ

こ
ひ
ろ
ば
。

　
昨
年
12
月
25
日
に
は
、オ
ー
プ
ン
10
周
年
と

来
場
者
数
２
０
０
万
人
突
破
を
記
念
し
て
セ

べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
10
歳
の
誕
生
日
＆
来
場
者
数
２
０
０
万
人
突
破

▲�両市の食材を使ったクッキング教室
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山
形
人
権
擁
護

　
　
　委
員
会
会
長

未
来
を
ひ
ら
くと

本
木 
寧
々
さ
ん

株
式
会
社
ヤ
マ
コ
ー

も
と

　き

　
　ね

　
ね

人
企
業

　
た
く
さ
ん
あ
る
山
形
市
の
企
業
の
魅
力
を
、
そ
こ
で
働
く
若
手
社
員
が

生
き
生
き
と
活
躍
す
る
様
子
を
通
じ
て
、
広
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
働
き
や
す
さ
追
求
室
（
☎
内
線
４
１
１
）

株式会社ヤマコー　
ホームページ

▲

　株式会社ヤマコーは、山交バス株式会社、
山交観光株式会社をはじめとする「ユトリ
アグループ」の中核企業です。1943年に「山
形交通株式会社」として交通事業を開始し、
公共性と事業性を両立させながら、山形の
暮らしに彩りを提供してきました。お客さ
まの満足と安全・安心を第一に、地域社会
に貢献できる強い企業を目指しています。
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創
業
以
来
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
、
進
化

し
続
け
て
き
た
株
式
会
社
ヤ
マ
コ
ー
。
現

在
、
創
立
80
周
年
を
記
念
し
て
、
グ
ル
ー

プ
各
社
の
事
業
を
紹
介
す
る
デ
ザ
イ
ン
を

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
を
走

ら
せ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
デ
ザ
イ

ン
を
担
当
し
た
入
社
１
年
目
の
本
木
寧
々

さ
ん
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
卒
）
に
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
デ
ザ
イ
ン
の
こ
だ
わ
り
は

　
ユ
ト
リ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、
業
種
も
業
態

も
多
種
多
様
な
10
社
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
グ
ル
ー
プ
全
体
を
知
る
こ

と
か
ら
始
め
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
担
当
者

と
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
会
社
を
象
徴
す
る
物
や
、
実
際
に

働
く
人
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
込
み
ま
し
た
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
を
見
た
方
が
、
明
る
い
気

持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
意
識
し
て

配
色
を
決
め
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
社
員
の
イ

ラ
ス
ト
を
描
き
ま
し
た
。

―
入
社
の
決
め
手
は

　
大
学
で
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。
入
社
前
、
デ
ザ
イ
ン

が
専
門
で
は
な
い
弊
社
で
デ
ザ
イ
ン
を
担

当
す
る
こ
と
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
弊

社
の
採
用
担
当
者
に
悩
み
を
相
談
し
、
そ

の
不
安
も
含
め
て
自
分
を
認
め
て
も
ら
え

た
こ
と
が
、
会
社
へ
の
信
頼
感
・
安
心
感

に
つ
な
が
り
、
入
社
の
決
め
手
に
な
り
ま

し
た
。

―�

実
際
に
入
社
し
て
働
き
や
す
い
と
思
う

と
こ
ろ
は

　
「
若
い
力
を
信
じ
て
み
よ
う
」
と
い
う

姿
勢
が
グ
ル
ー
プ
全
体
に
浸
透
し
、
若
手

社
員
の
ア
イ
デ
ア
の
実
現
に
向
け
て
支
援

す
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私

自
身
も
、
周
り
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
・
業
態
が
あ
る
た
め
、
出
産
や
育
児
、

介
護
な
ど
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た

と
し
て
も
、
家
庭
の
状
況
に
応
じ
た
働
き

方
が
で
き
る
の
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
強
み

だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
現
場
勤
務
の

方
が
育
児
休
業
を
取
得
し
、
復
帰
後
は
業

務
内
容
や
通
勤
時
間
を
考
慮
の
上
、
グ
ル

ー
プ
会
社
間
で
調
整
し
て
、
異
動
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
社
員
と
交

流
が
で
き
る
の
も
グ
ル
ー
プ
会
社
の
強
み

だ
と
思
い
ま
す
。
多
様
な
考
え
方
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
自
分
の
視
野
が

広
が
り
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
は

　

現
在
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
情
報
発
信

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
の

利
便
性
の
向
上
を
意
識
し
な
が
ら
、
グ
ル

ー
プ
会
社
の
方
々
と
話
す
毎
日
が
、
デ
ザ

イ
ン
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

山
形
で
暮
ら
す
人
、
山
形
に
関
わ
る
人

に
、
山
形
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
軸
に
、
よ
り
よ
い
デ

ザ
イ
ン
で
、
山
形
と
ユ
ト
リ
ア
グ
ル
ー
プ
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。



❖�享
きょうほ
保雛を忠実に再現した高さ90㎝の雛人形の展示

�時　�２月上旬～３月下旬午前10時～午後６時
�所　�山形グランドホテル

❖�明治、大正、昭和時代の雛人形・お道具・玩具の
展示
�時　��２月15日（土）～３月９日（日）
 　午前11時30分～午後４時（月・木曜日を除く）
�所　�まちの雑貨屋chotto futto

❖安部家所蔵の雛人形・雛飾りの展示
�時　��２月15日（土）～３月９日（日）午前10時～午後５時
�所　�街なか案内所（N-GATE１階）

❖享保雛の展示
�時　��２月15日（土）～３月９日（日）午前９時～午後４時30

分（２月17日、３月３日を除く）
�所　� 文翔館

❖紅花商人の旧家に伝わる時代雛の展示
�時　��２月15日（土）～３月27日（木）午前10時～午後６時

（３月27日は午後３時まで）
�所　� 山形まるごと館 紅の蔵街なか情報館

❖佐藤屋の雛人形の展示
�時　��３月３日（月）・８日（土）～30日（日）の土・日曜日、祝日、
　 ４月３日（木）午前10時30分～午後３時
�所　�乃し梅本舗佐藤屋本店

❖�お雛様と吉祥のかたち
�時　�２月７日（金）～23日（日・祝）
　 午前10時30分～午後６時（火曜日を除く）
�所　�恵

よ し

埜
の

画廊

❖�つり雛・傘福・つるし飾りの展示
�時　�２月15日（土）～３月９日（日）
�所　�街なか案内所（N-GATE１階）、七日町商店街の協力店ほか

❖�現代雛の展示
�時　�２月15日（土）～３月９日（日）
�所　�糸惣、洗心庵、山形テルサ、山形国際ホテル
※各施設で展示期間が異なります。

❖�季節を楽しむ親子和菓子教室
　作り方のコツやお菓子にまつわるお話
を聞きながら季節のお菓子を作ります。
�時　�２月22日（土）
　 午前９時30分～11時
�所　�十一屋七日町本店レストラン
�対　��親子10組
�費　��3,000円（材料代）
�申　��七日町商店街振興組合ホーム

ページで

❖�ひなまつりの栞
しおり

を作ろう
　県産和紙を使い、雛や春がモチ
ーフのスタンプやシールなどで装
飾した栞を作ります。
�時　��２月18日（火）・20日（木）、
　  ３月４日（火）・６日（木）
　  午前11時～午後２時
�所　�街なか案内所（N-GATE１階）
�費　��100円（材料代）

❖�ママもたのしいひなまつり
　お抹茶のたて方を習ってチャレン
ジ。お子さんを見守るスタッフがい
ますので安心して親子で楽しめます。
�時　��２月26日（水）
　 午前10時～11時15分
�所　�子育てランドあ～べ
�対　��先着30人
�費　��300円
�申　��電話で子育てランドあ～べ
 　（☎615-1930）へ

�問　�都市振興公社　☎631-0831
城下町やまがた城下町やまがた雛雛

ひなひな

まつりまつり

街なかスタンプラリー　２月15日（土）～３月９日（日）

時代雛などの展示

雛にちなんだ体験教室

❖ 雛メニュー＆
　雛スイーツめぐり
　この季節限定のメニューやス
イーツなどを楽しみながらまち
なかを巡るスタンプラリー。参
加店舗の中から３店を巡った方
に抽選で景品をプレゼント。

❖ やまがた街なか
　雛めぐり
　お雛さまなどが展示されている施設
を巡るスタンプラリー。
　参加施設にある○雛○め○ぐ○りの４つの
スタンプを集めた方は、プレゼントと
S
ス ク ス ク
UKSKポイントがもらえます。

❖ シュークリームフェス in 
　城下町やまがた雛まつり
　県内の人気店舗によるシューク
リームの販売。
�時　�２月16日（日）
�所　� やまがたクリエイティブシティセ

ンターQ１

城下町やまがた雛まつりの最新情報については【はい！やまがたでした！】で随時更新中！！
はい！やまがたでした！▶

❖長門屋所蔵の江戸時代の雛人形の展示
�時　��２月22日（土）～24日（月・振休）、
　 ３月１日（土）・２日（日）午前11時～午後４時
�所　� ひなた蔵（長門屋）
�費　�500円（維持協力金）
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償
却
資
産
の
申
告

　
令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
、
商
店
・
店
舗
、

工
場
、
農
業
、
不
動
産
賃
貸
業
な
ど
を
営
み
、

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方（
個
人
事
業
主・

法
人
）
は
、
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
だ
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
早
急

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
前
年
度
申
告
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
申
告
書

類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い

方
や
新
規
に
事
業
を
開
始
し
た
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）」
を
利
用

し
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
告
も
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
。

▪問
資
産
税
課
（
☎
内
線
３
１
９
）

障
が
い
が
あ
る
方
が
対
象
の
各
種
手
当

◆
特
別
障
が
い
者
手
当
・
障
が
い
児
福
祉
手
当

▪内
〈
支
給
月
額
〉
特
別
障
が
い
者
手
当
（
20

歳
以
上
の
方
）
…
２
８
８
４
０
円

　
　
障
が
い
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
の
方
）

…
１
５
６
９
０
円

▪対
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
在
宅
で
生
活
し

て
い
る
方

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

▪内
〈
支
給
月
額
〉
１
級
（
重
度
）…
５
５
３
５
０

円
、
２
級
（
中
度
）…
３
６
８
６
０
円

▪対
中
度
か
ら
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
在
宅
で
養
育
し
て
い
る
方

◆
山
形
市
重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）
福
祉
手
当

▪内
〈
支
給
月
額
〉
４
千
円

▪対
【
障
が
い
者
】
公
的
年
金
、【
障
が
い
児
】

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

（
ま
た
は
停
止
中
）、
心
身
に
障
が
い
の
あ

る
方
を
在
宅
で
扶
養
ま
た
は
養
育
し
て
い

る
方

※
い
ず
れ
も
一
定
の
要
件
、
再
認
定
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
。

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
４
９
）

ご
案
内

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
家
畜
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
毎
年
２
月
１
日

現
在
の
飼
育
数
な
ど
を
県
に
報
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
前
年
に
報
告
さ
れ
た
方
に
は
届
出

書
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
現
在
の
飼
育
頭
羽

数
を
記
入
の
上
、
２
月
12
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
新
た
に
飼
育
を
始
め
た
方
や
届
出

書
が
届
か
な
い
方
は
、
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生

所
（
☎
６
８
６－

４
４
１
０
）
へ
。

▪問
農
政
課
（
☎
内
線
４
３
５
）

障
が
い
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
病
気
や
け
が
に
よ
り
一
定
の
障
が
い
の
状
態

に
な
っ
た
場
合
、
障
が
い
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
初
め
て
受
診
し
た
と
き
の
年
齢

が
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
た
は
山
形
年
金

事
務
所
（
☎
６
４
５－

５
１
１
１
）
へ
。

▪問
市
民
課
（
☎
内
線
４
０
１
）

北方領土返還要求運動の署名にご協力ください

　２月３日～28日に市役所１階市民相談課窓口で、北方領土返還
要求運動の署名を実施します。ご協力をお願いします。
　歯

はぼ
舞
まい
群島、色

しこ
丹
たん
島、国

くな
後
しり
島、択

えと
捉
ろふ
島

の北方四島は、日本固有の領土です。
１日も早い返還を目指し、断固たる決
意と熱意で返還要求運動を推進しまし
ょう。� ▪問 広報課　☎内線229 歯舞群島

色丹島

国後島
択捉島

３
月
市
議
会
定
例
会

　
議
員
に
よ
る
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
は
、

３
月
５
日
㈬
・
６
日
㈭
の
２
日
間
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
本
会
議
、
予
算
委
員
会
、
全
員
協
議

会
の
模
様
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
生
中

継
・
録
画
配
信
し
て
い
ま
す
。
日
程
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
。

▪時
２
月
27
日
㈭
～
３
月
24
日
㈪

▪問
議
会
事
務
局
議
事
課
（
☎
６
４
２－

８
４
０
４
）

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
換
え
（
２
月
分
）

▪内
成
沢
西
１・２
丁
目
、
飯
塚
町
、
吉
原
南

▪問
上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
６
４
５－

１
１
７
７
）

山形市からのお知らせ

11 2025.2.1

山形市からの
お知らせ

山形市役所
〒990-8540 旅篭町2丁目3番25号

☎641-1212（代表）



ＳＵＫＳＫ
ポイント対象

みんなで取り組むS
ス ク ス ク
UKSK生活！

～山形コホート研究からの秘
ひ

訣
けつ

～
▪時 ３月15日㈯午後１時30分～３時30分
　　（午後１時開場）

▪所 山形大学医学部臨床講義棟第５講義室

▪内 �山形大学が長年実施してきた「山形コホート研究※」
の成果紹介、SUKSK生活（食事、運動、休養、社
会、禁煙・受動喫煙防止）の実践のポイントを医
師が解説、山形大学で開発した生活習慣改善アプ
リ「Well-BeingYU」の紹介と使い方の説明

※山形コホート研究
　�県内の健診の受診者２万人を対象に、経年的な健診
項目や生活習慣の変化、さまざまな病気の発症など
の関連性を調べる研究。

▪対 先着100人程度

▪申 ２月１日～28日に、申し込みフォームで
※��詳しくは、山形大学医学部研究支援課
　（☎628-5015）へ。

▪問 健康増進課　☎616-7270

男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
委
員
募
集

▪内
〈
審
議
会
の
概
要
〉

　
　
・�

審
議
内
容
…
男
女
共
同
参
画
施
策
や
課

題
な
ど
に
関
す
る
事
項

　
　
・�

任
期
…
２
年
間
（
４
月
１
日
～
令
和
９

年
３
月
31
日
）

　
　
・�

会
議
の
回
数
…
年
２
回
程
度

　
　
・�

市
の
規
定
に
よ
る
報
酬
あ
り

▪対
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
意
欲
の
あ
る
市

在
住
の
方
２
人

※
選
考
委
員
会
で
決
定
（
必
要
に
応
じ
て
面
接

あ
り
）。
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
。

▪申
２
月
３
日
～
28
日
（
必
着
）
に
、郵
送
（
〒

９
９
０－

０
８
３
２
城
西
町
２－

２－

22
）

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（fala@

city.yam
a

　
　

gata-yam
agata.lg.jp

）
で
、
応
募
用

紙
と
「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
」
を
テ

「
令
和
７
年
度
山
形
市
食
品
衛
生
監
視

指
導
計
画
（
案
）」
へ
の
意
見
募
集
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）

▪時
〈
募
集
期
間
〉
２
月
５
日
㈬
～
３
月
５
日
㈬

▪内
〈
計
画
案
の
閲
覧
・
入
手
方
法
〉
霞
城
セ

ン
ト
ラ
ル
４
階
生
活
衛
生
課
、
市
役
所
１

階
市
民
相
談
課
、
各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

▪申
任
意
の
様
式
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
１
６－

７
２
８
２
）、Ｅ
メ
ー
ル（seikatsueisei@

city.yam
agata-yam

agata.lg.jp

）、

郵
送
（
〒
９
９
０－

８
５
８
０
城
南
町
１－

１－

１
）、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
ぺ
ー
ジ
専
用
メ
ー
ル
フ
ォ

ー
ム
の
い
ず
れ
か
で
生
活
衛
生

課
へ
（
直
接
の
提
出
も
可
）

▪問
生
活
衛
生
課
（
☎
６
１
６－

７
２
８
０
）

募　
集

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
提
供
事
業
者
説
明
会

▪時
２
月
12
日
㈬
午
後
２
時
～
５
時

▪所
中
央
公
民
館
大
会
議
室

▪対
返
礼
品
の
取
り
扱
い
を
新
た
に
希
望
す
る

事
業
者

▪申
２
月
５
日
ま
で
に
、
電
話
で
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
課
へ

▪問
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
（
☎
内
線
４
０
７
）

都
市
計
画
審
議
会
の
傍
聴

▪時
２
月
14
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～

▪所
市
役
所
11
階
大
会
議
室

▪内
【
意
見
聴
取
】
山
形
市
景
観
計
画
の
変
更

▪問
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
（
☎
内
線
５
１
８
）

ー
マ
に
４
０
０
～
８
０
０
字
程
度
の
意
見
、

件
名
に
「
男
女
共
同
参
画
審
議
会
応
募
」

と
記
入
の
上
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

へ
（
直
接
の
申
し
込
み
も
可
）

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

▪問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５－

８
０
７
７
）

中
学
校
段
階
で
の
学
び
直
し
の
た
め
の

相
談
窓
口

　
次
の
よ
う
な
方
で
ご
希
望
の
方
は
、
学
校
教

育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・�

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
小
学
校
や
中
学
校
を

卒
業
で
き
な
か
っ
た
方

・�

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
ほ
と
ん
ど
学
校
に
通

え
な
い
ま
ま
中
学
校
を
卒
業
し
た
方

・��

日
本
で
小
学
校
や
中
学
校
を
卒
業
し
て
い

な
い
外
国
籍
の
方

▪問
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
６
１
６
）

生
理
用
品
の
無
料
配
付

▪時
月
―
土
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
15

分
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

▪所
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
窓
口

▪対
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
生
理
用
品
の
購
入

が
困
難
な
市
在
住
の
女
性

▪問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５－

８
０
７
７
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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山
形
市
創
業
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４

決
勝
大
会
観
覧
者
募
集

▪時
２
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
４
時
15
分

▪所
商
業
高
等
学
校
輸
誠
ホ
ー
ル

▪内
５
人
の
新
規
起
業
家
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
。

▪問
産
業
政
策
課
（
☎
内
線
４
１
６
）

山
形
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
愛
称
募
集

　
多
く
の
方
に
愛
着
と
親
し
み
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

▪申
２
月
19
日
ま
で
に
、
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
で

▪問
公
共
交
通
課
（
☎
内
線
９
２
６
）

郷
土
館 

文
化
財
成
果
展

▪時
２
月
８
日
㈯
～
３
月
９
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分

▪内
令
和
５・
６
年
度
の
遺
跡
発
掘
成
果
物
の

展
示
、
新
指
定
文
化
財
の
パ
ネ
ル
展
示

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
２
７
）

台
湾
カ
フ
ェ
～
集
ま
れ
！
行
き
タ
イ
ワ
ン
！
～

▪時
２
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▪所
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

▪対
先
着
25
人

▪費
会
員
３
０
０
円
、
非
会
員
８
０
０
円
（
菓

子
代
）

▪申
２
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
国
際
交
流
協
会
へ

▪問
国
際
交
流
協
会
（
☎
６
４
７－

２
２
７
７
）

刑
務
所
作
業
製
品 

展
示
即
売
会

▪時
２
月
12
日
㈬
～
13
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

３
時

▪所
市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

▪内
木
工
製
品
や
生
活
雑
貨
な
ど
の
展
示
・
販
売

▪問
生
活
福
祉
課
（
☎
内
線
５
９
５
）

道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王
の
催
し

▪問
☎
６
７
６－

６
８
６
８

◆
山
辺
町
ニ
ッ
ト
展
示
販
売
会

▪時�

２
月
８
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
９
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆「
道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王
」
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

グ
ラ
ン
プ
リ
冬
の
陣

▪時�

２
月
22
日
㈯
～
24
日
（
月
・
振
休
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

▪内�

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
約
30
店
舗
が
出
店

令和７年度 山形市市民農園 入園者募集
【募集農園と受付窓口】

農園名 募集
区画数 受�付�窓�口 連絡先

荒楯３号農園 ２ 山形市農協�美畑支店 ☎632-3840
上町農園 ２ 山形市農協�上町支店 ☎644-6611
双月農園 ４ 山形農協�鈴川支店 ☎631-2415
なりさわ農園 ３ 山形農協�蔵王支店 ☎688-3111
七浦右京橋農園 １ 山形農協�天神支店 ☎681-1011
ふるすかわ農園 ２ 山形農協�西部支店 ☎647-1010
東金井第一農園 10 山形農協�東金井支店 ☎684-2776

▪内〈入園期間〉４月１日～12月31日
▪対 市在住の方
▪費〈入園料〉3,000円（１区画約33㎡（約10坪））
▪申 �２月３日～13日に、朱肉用印鑑持参の上、受付窓
口へ（土・日曜日、祝日を除く午前９時～正午、
午後１時～３時）

【注意事項】
・�１世帯１区画の利用となります。他の農園と重複し
て申し込むことはできません。
・�農園には駐車場・水道はありません。
・�その他にも利用条件や禁止行為がありますので、事
前に市ホームページをご確認の上、お申し込みくだ
さい。
※�入園者の決定は、３月上旬にはがきで
通知します。
▪問 農政課　☎内線455

金
曜
上
映
会
・
や
ま
が
た
市
民
映
画
学
校

〈
山
形
か
ら
生
ま
れ
た
テ
レ
ビ
・
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
観
た
い
！
テ
レ
ビ
ユ

ー
山
形
編
〉

▪時
２
月
14
日
㈮
午
後
２
時
～
、午
後
６
時
30
分
～

▪所
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
３
階
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
試
写
室

▪内
「
ロ
ー
カ
ル
魂�

ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム�

怪
峰
に

惚ほ

れ
た
男
た
ち
」（
46
分
間
）、「
ロ
ー
カ

ル
魂�

野
球
に
恋
し
て
！
～
負
け
た
っ
て

へ
こ
ま
な
い
！
惺
山
高
校
女
子
硬
式
野
球

部
の
１
年
」（
46
分
間
）、
齋
藤
正
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
に
よ
る
ト
ー
ク
（
午
後
２
時
～
の

回
上
映
後
）

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
７
６
９
）

交
通
指
導
員
募
集

▪内
小
学
校
登
校
日
の
朝
１
時
間
の
立
哨
指
導

（
報
酬
・
制
服
貸
与
あ
り
）

▪対
四
小
２
人
、
五
小
１
人
、
八
小
２
人
、

　
　
千
歳
小
１
人
、
桜
田
小
１
人

▪申
電
話
で
市
民
課
へ

▪問
市
民
課
（
☎
内
線
３
８
７
）

地
元
文
化
団
体
振
興
事
業
希
望
団
体
の
募
集

▪内
音
楽
・
演
劇
な
ど
の
公
演
で
２
日
間
を
限

度
に
施
設
の
使
用
料
な
ど
を
支
援

▪申
２
月
４
日
～
16
日
に
、電
話
で
市
民
会
館

へ
（
抽
選
）

▪問
市
民
会
館
（
☎
６
４
２－

３
１
２
１
）

天
空
の
ピ
ア
ノ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▪時
２
月
15
日
㈯
午
前
11
時
～
11
時
30
分
、
午

後
１
時
～
１
時
30
分

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
24
階
展
望
ロ
ビ
ー

▪内
〈
出
演
〉
高
城
志
津
氏

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
２
７
）

イ
ベ
ン
ト

山形市からのお知らせ
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山
形
市
児
童
劇
団
第
50
回
公
演

▪時
２
月
23
日
（
日
・
祝
）
午
前
10
時
～
、
午

後
２
時
～

▪所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▪内
「
灯
り
の
森
の
夜
」
作
：
野
村
莉
沙
、
補

作
・
演
出
：
大
沼
篤�

　
　
「
寿
限
無
・
じ
ゅ
げ
む
」
作
・
演
出
：
加

藤
芳
男

　
　
「
ド
リ
ー
ム
特
急
エ
モ
テ
ィ
ウ
ス
号
へ
よ

う
こ
そ
」
作
：
庄
司
宏
幹
、
演
出
：
白
鳥

樹
一
郎

▪問
市
民
会
館
（
☎
６
４
２－

３
１
２
１
）

や
ま
が
た
ウ
ィ
ン
タ
ー
デ
ー 

シ
ェ
ア
ス
マ
イ
ル

▪時
２
月
15
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

▪所
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▪内
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ
、
ク
ロ

ー
バ
ー
の
会
ア
ッ
ト
や
ま
が
た
よ
る
音
楽
会
、

ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
お

菓
子
付
き
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
、
子
育
て
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
、
本
の
読
み
聞
か

せ
、
市
立
図
書
館
に
よ
る
「
春
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
本
や
新
学
期
に
お
す
す
め
の
本
の

貸
し
出
し
（
午
後
２
時
45
分
～
４
時
）

▪対
市
在
住
の
親
子

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
。

▪問
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
（
☎
内
線
５
７
４
）

お
は
な
し
の
広
場

▪時
２
月
16
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▪内
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
冬
と
あ

そ
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
読
み
聞
か
せ

▪対
３
歳
～
小
学
生
先
着
30
人

▪問
市
立
図
書
館
（
☎
６
２
４－

０
８
２
２
）

山
寺
芭
蕉
記
念
館
の
催
し

▪問
☎
６
９
５－

２
２
２
１

◆
企
画
展「
お
雛ひ
な
さ
ま
の
美
―
山
形
に
伝
わ
る

お
雛
さ
ま
―
」

▪時
２
月
21
日
㈮
～
４
月
７
日
㈪
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分

▪内
国
登
録
有
形
文
化
財
・
田
中
家
住
宅
の
御

殿
飾
り
、
紙
雛
か
ら
享き
ょ
う
ほ保
雛
、
古
今
雛
な

ど
お
雛
さ
ま
の
歴
史
を
展
示
、
県
文
化
財

「
紅
花
屏び

ょ
う
ぶ風
」
の
公
開

◆
企
画
展
「
お
雛
さ
ま
の
美
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▪時
３
月
16
日
㈰
午
後
２
時
～
（
約
25
分
）

※
▪費
い
ず
れ
も
４
０
０
円
（
入
館
料
。
20
人

以
上
の
団
体
は
３
２
０
円
。
高
校
生
以
下
、

障
が
い
者
手
帳
を
提
示
の
方
は
無
料
）

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

▪問
☎
６
４
７－

２
２
６
０

◆
第
17
回
や
ま
が
た
市
民
活
動
ま
つ
り

▪時
２
月
16
日
㈰
正
午
～
午
後
３
時

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

▪内
市
民
活
動
団
体
の
紹
介
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
先
着
で
景
品
あ
り
）

◆
品
格
の
問
題
～
第
41
回
哲
学
カ
フ
ェ
～�

▪時
２
月
12
日
㈬
午
後
２
時
～
４
時

▪対
先
着
10
人
程
度

▪申
２
月
９
日
ま
で
に
、
電
話
で
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

◆
必
要
書
類
は
揃そ
ろ
っ
て
い
ま
す
か
？
こ
れ
で
万
全
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
勉
強
会
～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
総
会
準
備
編
～

▪時
２
月
22
日
㈯
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

▪対
先
着
10
人

▪申
２
月
１
日
～
19
日
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
（center@

yam
agata-npo.jp

）
で

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
に

よ
る
無
料
体
験
個
別
相
談
会

▪時
２
月
15
日
㈯
午
後
３
時
～
３
時
50
分
、
午

後
４
時
～
４
時
50
分�

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
研
修
室

▪内
将
来
に
向
け
た
上
手
な
資
産
形
成
、
住
宅

ロ
ー
ン
、
保
険
、
資
産
運
用
な
ど
お
金
に

ま
つ
わ
る
悩
み
相
談

▪対
各
回
先
着
３
組

▪申
２
月
３
日
～
10
日
に
、
電
話
で
日
本
Ｆ
Ｐ

協
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
（

０
１
２
０－

８
７
４－

２
５
１
）
へ

▪問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７－

２
２
０
１
）

未
来
創
造
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▪時
３
月
８
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▪所
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
民
間
団
体
活
動
室
１

▪内
山
形
市
で
「
働
き
・
暮
ら
す
」
未
来
の
た

め
に
、
山
形
市
の
課
題
を
解
決
す
る
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

冬
の
お
山
の
雪
遊
び

▪時
２
月
22
日
㈯
～
24
日
（
月
・
振
休
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時

▪所
野
草
園
野
草
の
丘

▪内
そ
り
滑
り

▪対
未
就
学
児
、
小
学
生
と
保
護
者

▪費
３
０
０
円（
入
園
料
。
高
校
生
以
下
無
料
）

▪持
そ
り
（
無
料
貸
し
出
し
あ
り
）

※
悪
天
候
や
十
分
な
積
雪
が
な
い
場
合
は
中
止
。

▪問
野
草
園
（
☎
６
３
４－

４
１
２
０
）

▪対
高
校
生
～
30
代
の
方
先
着
20
人

▪持
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
。

▪問
働
き
や
す
さ
追
求
室
（
☎
内
線
４
１
１
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▪時
２
月
16
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▪所
西
消
防
署
多
目
的
ホ
ー
ル
（
西
崎
）

▪内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
成
人
を
対

象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
（
修
了
証
を
発
行

し
ま
す
）

▪対
先
着
40
人
程
度

▪申
２
月
１
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は

電
子
申
請
で
消
防
本
部
救
急
救

命
課
へ

▪問
消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
６
３
４－

１
１
９
３
）

農
業
気
象
講
演
会

▪時
２
月
14
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪所
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
東
古
館
）

▪内
「
命い

根ね

学
校
」
門
脇
栄
悦
氏
に
よ
る
今
年

の
天
候
予
測
と
農
業
に
つ
い
て
の
講
話

▪対
先
着
20
人
程
度

▪申
２
月
５
日
～
７
日
に
、
電
話
で
農
業
振
興

公
社
へ

▪問
農
業
振
興
公
社
（
☎
６
４
４－
１
６
２
２
）

く
ら
し
の
講
座「
知
っ
て
ま
す
か
？『
年

収
の
壁
』が
家
計
管
理
に
与
え
る
影
響
」

▪時
２
月
15
日
㈯
午
後
１
時
～
２
時
30
分

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
研
修
室

▪内
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
青
木

勝
広
氏
に
よ
る
講
話

セ
リ
フ
か
ら
学
ぶ
韓
国
語

▪時
２
月
15
日
㈯
、
３
月
１
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時

▪所
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

▪対
各
日
先
着
20
人

▪申
２
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
へ

▪問
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７－

２
２
７
５
）

教
室・講
座

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

お
口
若
が
え
り
講
座

▪時
２
月
20
日
㈭
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
午

後
１
時
30
分
開
場
）

▪所
霞
城
公
民
館
２
階
研
修
室
１
Ａ
Ｂ

▪内
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
お
口
を

健
康
に
保
つ
た
め
の
話
、
お
口
の
体
操
の

紹
介
、
個
別
相
談

▪対
65
歳
以
上
の
方
先
着
30
人

▪申
２
月
１
日
か
ら
、電
話
で
霞
城
公
民
館（
☎

６
４
３－

２
６
８
７
）
へ

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
９
９
）

有
機
栽
培
の
大
根
を
使
っ
た
料
理
教
室

▪時
２
月
22
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
４
階
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ

ン
グ
ル
ー
ム

▪講
御
り
ょ
う
里
屋
伊
藤
・
伊
藤
圭
太
郎
氏

▪対
小
学
生
と
保
護
者
10
組
（
抽
選
）

▪申
２
月
１
日
～
14
日
に
、
電
子
申
請
で

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
。

▪問
農
政
課
（
☎
内
線
４
３
５
）

髙
木
竜
馬 

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

ツ
ア
ー
２
０
２
５

▪時
４
月
26
日
㈯
午
後
２
時
～
（
午
後
１
時
30

分
開
場
）

▪所
山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

▪費
【
全
席
指
定
】
５
千
円
（
学
生

３
千
円
。
２
月
１
日
発
売
）

▪問
山
形
テ
ル
サ
（
☎
６
４
６－

６
６
７
７
）

▪対
先
着
30
人

▪申
２
月
１
日
～
12
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

▪問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７－

２
２
０
１
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
!!

な
ぎ
な
た
入
門
教
室
（
全
３
回
）

▪時
３
月
８
日
㈯
・
15
日
㈯
・
22
日
㈯
午
前
９

時
30
分
～
10
時
30
分

▪所
県
武
道
館
剣
道
場

▪講
市
な
ぎ
な
た
連
盟

▪対
小
・
中
学
生
20
人
（
抽
選
）

▪費
２
千
円
（
３
回
分
）

▪申
２
月
１
日
～
23
日
に
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（sports-

school@
yam

agatasi-taikyou.jp

）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
４
４－

５
６
５
５
）
の
い

ず
れ
か
で
、
住
所
、
氏
名
（
参
加
者
と
保

護
者
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、�

学
校
名
を

記
入
の
上
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ

（
直
接
の
申
し
込
み
も
可
）

▪問
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
☎
６
４
４－

５
６
５
６
）

性
の
多
様
性
理
解
促
進
講
座

「
学
ぼ
う
！
性
の
多
様
性
～
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
へ
～
」

▪時
３
月
７
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪所
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階
視
聴
覚
室

（
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
あ
り
）

▪講
山
形
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
・
池
田

弘
乃
氏

▪対
先
着
20
人

▪申
２
月
３
日
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
へ

※
１
歳
以
上
未
就
学
児
の
無
料
託
児
あ
り
（
先

着
順
。
２
月
25
日
ま
で
要
予
約
）。

▪問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
６
４
５－

８
０
７
７
）

山形市からのお知らせ
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◆
南
部
キ
ッ
チ
ン�

ひ
な
祭
り
の
デ
コ
巻
き
教
室

▪時
２
月
25
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▪講
山
形
デ
コ
巻
き
ク
ラ
ブ
・
多
田
葉
津
恵
氏

▪内
ひ
な
祭
り
の
巻
き
寿
司
作
り

▪対
18
歳
以
上
の
方
先
着
20
人

▪費
千
円
（
材
料
代
）

▪申
２
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
（
直
接
の

申
し
込
み
も
可
）

◆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
始
め
よ
う
！

▪時
３
月
８
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▪講
有
限
会
社
花
の
ひ
こ
う
き
代
表
・
戎
野
日

出
男
氏

▪内
初
心
者
向
け
の
春
の
草
花
の
寄
せ
植
え
作
り

▪対
18
歳
以
上
の
方
先
着
15
人

▪費
２
５
０
０
円
（
材
料
代
）

▪持
手
袋
、
持
ち
帰
り
用
の
袋

▪申
２
月
12
日
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は

直
接
南
部
公
民
館
へ

多
文
化
紹
介
講
座

「
外
国
料
理
教
室 

台
湾
編
」

▪時
２
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
４
階
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ

ン
グ
ル
ー
ム

▪内
ル
ー
ロ
ー
ハ
ン
、豚
肉
の
炒
め
物
、に
ん
に
く
と

鶏
の
ス
ー
プ
の
調
理
と
試
食
、台
湾
文
化
の
紹
介

▪対
先
着
25
人

▪費
会
員
１
５
０
０
円
、
非
会
員
３
千
円

▪持
食
器
拭
き
用
布
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器
２
つ

▪申
２
月
１
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
国
際

交
流
協
会
へ

※
協
会
へ
の
入
会
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
国
際
交
流
協
会
（
☎
６
４
７－

２
２
７
７
）

中
央
公
民
館

▪問
☎
６
２
３－

２
１
５
０

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

①
み
そ
作
り
講
座

▪時
３
月
６
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午

▪内
約
５
㎏
の
18
割
み
そ
作
り

▪対
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18
歳
以
上
の
方

先
着
20
人

▪費
３
５
０
０
円
（
材
料
代
）

▪持
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

靴
下
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

東
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
２－

５
１
８
１

◆
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
講
座

▪時
２
月
22
日
㈯
午
前
９
時
～
11
時

▪所
フ
ラ
ッ
ト
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
（
北
町
）

▪講
株
式
会
社
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
代
表
取
締
役
・
平
松

幸
祐
氏

▪対
20
～
50
代
の
市
在
住
の
方
先
着
15
人
程
度

▪費
２
２
０
０
円

公
民
館
の
催
し

②
暮
ら
し
快
適
ア
レ
・
コ
レ
（
全
２
回
）

▪時
・
▪内
３
月
12
日
㈬
・
よ
り
快
適
で
心
地
よ

く
暮
ら
せ
る
た
め
の
整
理
収
納
の
基
本
、

３
月
19
日
㈬
・
ル
ー
ム
ス
プ
レ
ー
と
ハ
ン

ド
ク
リ
ー
ム
作
り

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

▪対
全
て
参
加
で
き
る
市
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
18
歳
以
上
の
方
先
着
16
人

▪費
千
円
（
材
料
代
）

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
見
学
会
～
東
北
電
力
女
川

原
子
力
発
電
所
～

▪時
３
月
13
日
㈭

▪内
市
役
所
（
午
前
８
時
45
分
発
）
→
道
の
駅

シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
（
各
自
昼
食
休
憩
）

→
女
川
原
子
力
発
電
所
（
見
学
・
約
２
時

間
）
→
市
役
所
（
午
後
６
時
ご
ろ
着
）

▪対
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18
歳
以
上
の
方

先
着
25
人

※
▪申
い
ず
れ
も
２
月
５
日
午
前
９
時
か
ら
③

は
22
日
ま
で
に
、
電
話
で
中
央
公
民
館
へ

▪申
２
月
５
日
～
14
日
に
、電
話
ま
た
は
は
が
き

（
〒
９
９
０－
０
０
２
１
小
白
川
町
２－

３－

47
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２
５－

２
１
５
０
）、

Ｅ
メ
ー
ル
（tobu@

city.yam
agata-

yam
agata.lg.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
講
座
名

を
記
入
の
上
、
東
部
公
民
館
へ

西
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
５－

１
２
２
３

◆
紙
バ
ン
ド
工
作
講
座

▪時
２
月
28
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分�

▪講
紙
バ
ン
ド
作
家
・
山
川
美
由
紀
氏

▪内
紙
バ
ン
ド
を
使
っ
た
編
み
籠
作
り

▪対
18
歳
以
上
の
方
先
着
15
人

▪費
千
円
（
材
料
代
）

▪持
洗
濯
ば
さ
み
10
個
、
ボ
ン
ド
、
は
さ
み
、

定
規

▪申
２
月
４
日
～
14
日
に
、電
話
で
西
部
公
民
館
へ

南
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
１－

６
７
０
１

◆
南
部
歴
史
講
座
「
寳ほ
う
幢ど
う
寺じ

（
も
み
じ
公
園
）

は
な
ぜ
移
転
し
た
の
か
」

▪時
２
月
17
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～
（
２
時
間

程
度
）

▪講
郷
土
史
研
究
家
・
石
川
藤
男
氏

▪対
18
歳
以
上
の
方
先
着
50
人

▪申
２
月
５
日
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は

直
接
南
部
公
民
館
へ

元
木
公
民
館

▪問
☎
６
３
１－

６
５
５
１

◆
子
ど
も
社
交
ダ
ン
ス
体
験
教
室

▪時
２
月
22
日
㈯
午
前
10
時
～

▪内
カ
マ
タ
ダ
ン
ス
教
室
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
実

演
・
体
験
指
導

▪対
小
・
中
学
生
先
着
20
人

▪申
２
月
１
日
～
19
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

元
木
公
民
館
へ

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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やまがたQ1 かわら版

やまがたクリエイティブシティセンターQ1
本町1-5-19（第一小学校旧校舎）
開館：午前9時～午後10時　休館：年末年始
　 615-8099　Eメール : hello@qichi.jp

最新情報はQ1ホームページへ

メールで読める
Q1ニュースレター

登録はこちら

山形の持続可能性を探る
公開型企画会議「クリエイティブ会議」
　Q1では、山形の持続可能な社会の実現のため、公開型の
企画会議「クリエイティブ会議」を実施しています。Q1オー
プン以前から、さまざまな分野のゲストをお呼びして、Q1の
役割や理想像などをディスカッションしています。2024年11
月には、ユネスコ食文化創造都市である鶴岡市から奥田政
行シェフにご参加いただき、“食とデザイン”を切り口に、未来
へのヒントを探りました。トークの模様はQ1公式YouTube
にて公開中です。ぜひご覧ください。

vol.03

　
昨
年
開
催
の
パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、
山
形
市
出

身
の
鏡
優
翔
選
手
が
レ
ス
リ
ン
グ
女
子
76
㎏
級
で
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
２
０
２
４
年
11
月
24
日
、
鏡
選
手
へ

の
「
山
形
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
」
の
授
与
式
を
開
催
し
、
山
形
市
民
の

皆
さ
ま
、
鏡
選
手
の
ご
親
族
の
皆
さ
ま
、
地
元
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
や
レ

ス
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
な
ど
、
多
く
の
方
が
見
守
る
中
、

授
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鏡
選
手
か
ら
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
た
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、

こ
の
た
び
の
金
メ
ダ
ル
に
至
る
経
緯
や
感
想
、
勝
負
へ
の
考
え
方
、
故

郷
山
形
市
へ
の
思
い
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
活
発
に
質
問
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
練
習
の
考
え
方
や
試
合
で
の
メ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
質
問
に
笑
顔
で
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た

ち
の
目
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
山
形
市
出
身
選
手
の
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト

と
い
え
ば
、
１
９
５
６
年
メ
ル
ボ
ル
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
笹
原
正
三
選
手
（
レ
ス

リ
ン
グ
、
金
メ
ダ
ル
）、
２
０
１
０
年
バ
ン

ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
加
藤
条
治

選
手
（
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、
銅
メ
ダ
ル
）

の
お
二
方
に
な
り
ま
す
が
、
鏡
選
手
は
３

人
目
と
な
り
ま
す
。

　
鏡
選
手
の
活
躍
と
笑
顔
は
多
く
の
山
形

市
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
のや
ま

た
が

自慢

「
鏡
優ゆ

う

翔か

選
手
に
山
形
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
授
与
！
」

山
形
市
長

チャレンジ

市民
活動

山形市コミュニティファンドの

補助事業として採択された

団体を紹介します。

�問 企画調整課　☎内線223

　私たちは、映画の上映・鑑賞を通じて、言葉だけでは
ない真の男女共同参画社会や共生社会の実現を目指す団
体です。
　2024年１月に、共生社会の実現の観点から災害に備え
るヒントを学ぶため、市在住の岡崎孝監督が東日本大震
災とコロナ禍を取り上げたドキュメンタリー映画を４本
上映しました。
　令和６年能登半島地震の発生から約２週間後の開催で、
東日本大震災の被災者支援団体の関係者、県内に移住し
た被災者など、たくさんの方々に参加していただきました。
上映後のトークショーでは、実体験を聞くことができま
した。参加者からも「コロナ禍を乗り越えて東北復興に
取り組む人々の姿がよく映し出されていた」「マスメディ
アと異なる貴重な視点であった」などの声が寄せられま
した。今後も映画を通じて社会問題に向き合い、「ユネス
コ創造都市やまがた」のPRにも寄与していきたいと思い
ます。
�問 �映画で男女共同参画を考える会（担当：岡崎）
　　☎090-6255-0921

コロナ禍、震災…苦難を乗り切る映画の知恵
～映画で男女共同参画を考える会～

▲トークショーの様子
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健 

康
休日や夜間の急病やけがなどに
休日夜間診療所・休日救急歯科診療所をご活用ください

※�１　�診察可能な人数を超える場合は、受付
時間を短縮することがあります。

�所 香澄町２-９-39（市民会館北隣）

○休日夜間診療所の診療時間（受付時間※1）
休日（日曜・祝日・年末年始※2） 夜間（毎日）

内　科
午前９時～11時45分、
午後１時30分～５時

午後７時～11時

小児科 午後７時30分～10時30分

外　科

○休日救急歯科診療所の受付時間
休日（日曜・祝日・年末年始※2）

歯　科 午前10時～正午、
午後１時30分～３時30分

※２　12月31日～翌年１月３日

健 

康
S
ス ク ス ク
UKSKアプリの新機能

「AI健康アドバイス」を使って
生活習慣を見直しましょう
　２月５日から開始する「AI健康アドバイス」は、
利用者の健康状態に沿ったアドバイスをAIが行うサ
ービスです。健診結果や日々の歩数、身長、体重を
参考に、AIが血糖値と中性脂肪の将来的な上昇リス
クを判定します。これらの数値を改善するため、「毎
日6,000歩歩く」「主食より先に野菜から食べる」な
どのミッションがAIから提案され、達成すると
SUKSKポイントが獲得できます。
　利用方法など詳しくは、市ホームページへ。

�問 健康増進課　☎616-7271

相 

談
心の病気・ひきこもりで
悩んでいませんか
【ひきこもり相談】
　ひきこもりに悩む本人や家族を対象にした相談
�時 ２月14日（金）
【精神保健福祉相談】
　眠れない、気分が沈む、お酒の問題で困っている、
つらい気持ちが続くなどで、お悩みではありませんか。
本人や家族の方を対象にした相談を行っています。
�時 ２月26日（水）
※�いずれも精神科医による予約制の相談（毎月１回）。
�所 霞城セントラル４階
�申 開催日の１週間前までに、電話で健康増進課へ
※�精神保健福祉士・保健師による精神保健福祉に関
する電話相談は随時、来所相談は予約制です。
�問 健康増進課　☎616-7275

予 

防
日本脳炎予防接種を受けましょう
　2021年にワクチンの供給が減少したことに伴い、
４回接種（１期３回、２期１回）のうち１期の２回接
種を優先して対応していましたが、ワクチンの供給が
安定していますので、母子手帳の接種履歴を確認の上、
接種がお済みでない方は接種をお願いします。
�対【接種年齢】
〈第１期（３回）〉生後６カ月以上７歳６カ月未満
（標準的な接種年齢：１期初回…３～４歳、
１期追加…４～５歳）
〈第２期（１回）〉９歳以上13歳未満
（標準的な接種年齢：９～10歳）

※�定期接種で受けられる年齢を過ぎないように接種し
てください。

【日本脳炎予防接種の特例措置】
　積極的な接種勧奨の差し控え（2005年度～2009
年度）により、予防接種を受けることができなかった
2007年４月１日までに生まれた20歳未満の方は、不
足分の回数を無料で接種できます。
※�市外（県外含む）、山形大学医学部付属病院での接種
を希望する場合は、事前にお問い合わせください。
�問 母子保健課　☎647-2280

〈連絡先〉休日夜間診療所
　　　　　☎635-9955

休日救急歯科診療所
☎629-9988

�問 保健総務課　☎616-7260
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生
活
の
す
す
め

　

細
菌
な
ど
の
微
生
物
に
対
し
て
抗
菌
薬
が
効
か
な
く
な

る
、あ
る
い
は
効
き
に
く
く
な
る
こ
と
を
「
薬
剤
耐
性
（
Ａ

Ｍ
Ｒ
：A

ntim
icrobial Resistance

）」
と
い
い
ま
す
。

メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）
が
有

名
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
数
多
く
の
耐
性
菌
が
存
在
し

ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｒ
の
怖
い
と
こ
ろ
は
、
ま
ん
延
す
る
こ
と
に

よ
り
本
当
に
抗
菌
薬
が
必
要
な
感
染
症
に
対
す
る
治
療
が

困
難
に
な
り
重
症
化
や
死
亡
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
で
す
。

雑
誌
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｔ
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
よ
る
と
「
こ

の
ま
ま
何
も
対
策
が
と
ら
れ
な
い
場
合
、
２
０
５
０
年
に

は
全
世
界
で
Ａ
Ｍ
Ｒ
関
連
の
死
亡
者
数
は
毎
年
１
千
万
人

に
上
り
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
を
上
回
る
」
と
の
こ
と

で
す
。
Ａ
Ｍ
Ｒ
臨
床
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、

Ａ
Ｍ
Ｒ
が
発
生
す
る
原
因
は
「
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
風
邪

に
抗
菌
薬
を
処
方
す
る
（
処
方
を
希
望
す
る
）」「
処
方
さ

れ
た
抗
菌
薬
を
飲
ん
だ
り
飲
ま
な
か
っ
た
り
す
る
」
な
ど

不
適
切
な
抗
菌
薬
の
使
用
と
の
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て

Ａ
Ｍ
Ｒ
の
発
生
を
防
ぐ
に
は「
医
療
を
提
供
す
る
側
」と「
受

け
る
側
」
が
協
力
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
Ａ
Ｍ
Ｒ
の
多
く
は
人
と
人
の
接
触
で
感
染
を
広
め

て
い
き
ま
す
。
ま
ん
延
を
防
止
す
る
に
は
手
指
洗
浄
・
手

指
消
毒
な
ど
の
手
指
衛
生
が
重
要
で
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
Ａ
Ｍ
Ｒ
は
ま
ん
延
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ま
ん
延
を
防
止
し
て
い
く
た
め
に
は
個
々
人
の
取
り
組
み

に
加
え
て
地
域
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
山

形
市
保
健
所
は
村
山
保
健
所
と
協
力
し
て
２
０
２
３
年
度

よ
り
「
村
山
Ａ
Ｍ
Ｒ
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、

保
健
所
や
管
内
病
院
と
の
情
報
共
有
の
場
を
つ
く
り
Ａ
Ｍ

Ｒ
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
Ａ
Ｍ
Ｒ
等
対
策
に
つ
い
て
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
形
市
保
健
所
副
所
長　
加
藤
裕
一

「
薬
剤
耐
性
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）」
に
つ
い
て

月 の 相 談２
市民相談
�問 市民相談課 ☎内線240・241

一般相談
月～金曜日�午前８時30分～午後５時15分
土地の利活用相談
月～金曜日�午前９時～午後４時
行政書士相談
10日㈪�午前９時～午後４時
人権・困り事相談
12日㈬�午後１時～４時
土地境界に関する相談
13日㈭�午前10時～午後３時
行政に関する相談
18日㈫�午前10時～午後３時
登記手続相談
19日㈬�午前10時～午後３時
※11日（火・祝）・24日（月・振休）を除く。
※�予約不要・当日窓口へ。
※�受付時間は終了時間の30分前まで
　（一般相談・土地の利活用相談を除く）。
司法書士相続登記相談
14日㈮・25日㈫�午前10時～午後４時
※�相談には事前の予約が必要です。

ふれあい総合相談
�問 社会福祉協議会 ☎645–8177

税金相談
12日㈬�午後１時～４時

人権相談
20日㈭�午後１時～４時

法律相談
金曜日�午後１時～４時
※28日㈮を除く。
※�当日正午から、電話（☎６４５–８０６１）で
予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

各種相談
企業の経営相談（売上増進支援センターY-biz）
中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶︎とき…月～金曜日�午前９時～午後５時
※11日（火・祝）・24日（月・振休）を除く。
▶︎ところ…売上増進支援センターY-biz
▶︎問い合わせ…☎616–7900
※相談には事前の予約が必要です。

総合学習センター教育相談
▶︎とき…�月～金曜日�午前10時～午後４時
※11日（火・祝）・24日（月・振休）を除く。
▶︎ところ…総合学習センター（電話相談も可）
▶︎問い合わせ…☎645–6182（直通）
※�不登校や学校生活、子育てなどの悩み
相談をお受けします（受け付けは午後
３時30分まで）。

※�メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（青少年指導センター）
▶︎とき…月～金曜日�午後１時～５時
※11日（火・祝）・24日（月・振休）を除く。
▶︎ところ…青少年指導センター（来所相談も可）
▶︎問い合わせ…☎631–4425（直通）
※�メール相談は市ホームページで24時間
受け付け（返信は平日となります）。

障がい児療育相談（まんさくの丘）
▶︎とき…９日㈰�午前10時～正午
▶︎ところ…まんさくの丘
▶︎問い合わせ…☎688–3540
※相談には事前の予約が必要です。

こども電話相談（こども家庭支援課）
▶︎とき…月～金曜日�
　　　　午前８時30分～午後５時15分
※11日（火・祝）・24日（月・振休）を除く。
▶︎ところ…こども家庭支援課（来所相談も可）
▶︎問い合わせ…☎641–3636（直通）

外国人専門相談（国際交流センター）
▶︎とき…５日㈬・19日㈬�午前11時～午後３時
▶︎ところ…国際交流センター
▶︎問い合わせ…☎647–2275
※�相談言語…英語、中国語、韓国語（ベトナム語、
タガログ語、ポルトガル語、インドネシア語、
ネパール語での相談は要予約）。専門相談
では、在留資格、帰化、永住、婚姻、外国
からの呼び寄せなどの相談を受け付けます。
※�県行政書士会と連携して実施しています。
※�外国人専門相談以外の外国人の方の相
談は随時受け付けています。

消費生活相談
�問 消費生活センター ☎647–2211

消費生活・多重債務相談
火～日曜日�午前９時～午後５時
※�11日（火・祝）・23日（日・祝）・25日㈫を除く。

消費生活法律相談
27日㈭�午後２時～４時
※�事前に消費生活相談を受けた方が対象
です。

ファーラ相談室
�問 男女共同参画センター（ファーラ）
　　☎645–8077

カウンセラーによる一般相談
日曜日�午後２時～５時
月・水曜日�午後２時～７時
火・金曜日�午前９時～正午
木・土曜日�午前９時～午後1時
※11日（火・祝）・23日（日・祝）・24日（月・振休）を除く。
法律相談
７日㈮・14日㈮・21日㈮�午後４時～６時
※２月３日から予約受け付け。
助産師による女性の健康相談
��思春期から更年期までの女性の健康、体の
悩み、出産と育児などの相談をお受けします。
※各相談には事前の予約が必要です。
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2月8日は「山形市ラーメンの日」

・やまがたウィンターデー シェアスマイル
・山形市児童劇団第50回公演

特集
・ユネスコが認めた山形市の多彩な文化芸術
　それを支える山形市民会館 開館50周年
・山形市売上増進支援センターY-biz

イベント

No.2065 令和７年

2月

N
o.2065

2
月1
日
号

1日号

　２月８日の「山形市ラーメンの日」に市内のお店でラーメンを食べた方の
中から、抽選で「山ラー」グラスをプレゼント！
　キャンペーンへの参加方法など詳しくは、市ホームページへ。

「山形市ラーメンの日」にラーメンを食べようキャンペーン
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